
理 科

教 科 名 理 科 科 目 名 発展化学

(1) 化学で学んだ体系化された知識に基づき、化学物質や化学反応を分析
科目の目標 的・総合的に考察する能力を高める。

(2) 化学物質や化学反応を定量的に扱い，自ら論理的に思考・論述する力
を養うことで，生徒の言語活動の充実を図る。

履修学年 ３年 類型 理型

単 位 数 ２単位 履 修 形 態 選択

教 科 書 化学(東京書籍) 副 教 材 等 改訂板フォトサイエンス化学図録（数研出版）

①科目の内容
（１）科学史的な実験や観察、コンピュータや情報通信ネットワークなどの適切 な活用を通して、
基本的な概念や原理・法則の個々の理解を深める。また、 レポートの作成、論述など知識・
技能の活用を図る。

（２）合成化学の応用例を通して個々の原理・法則を系統的な理解にまで高め、複雑な反応・実験
の全体像を把握しようとする姿勢と能力を育成する。

②学習の進め方
上記目標のとおり、授業中心に実験、レポート作成を行う。原理・法則等を系統的に理解し、論

述できるよう学習した内容を確認すること。
③学習にあたっての留意点
授業時間内では、レポート作成や演習する時間が十分に取ることができないので、家庭学習で取

り組むこと。また、化学基礎や化学で学習する内容を深めていくので、必要に応じて化学基礎や化
学の内容を復習しながら学習すること。
④評価の観点
（１）関心・意欲・態度 自然の事物・現象に関心を持ち、意欲的にそれらを探求するととも

に、科学的態度を身につけている。
（２）思考・判断 観察・実験などを通して、物質とその変化を化学的に探究し，論理

的に考察する。
（３）観察実験の技能表現 観察・実験の技能を習得するとともに、物質の変化を化学的に探究

する方法を身につけ，それらの過程や結果を的確に表現する。
（４）知識・理解 観察・実験などを通して物質の変化についての基本的な概念や原理

・法則を理解し、知識を身につけている。
⑤評価の方法
定期考査、授業や実験に取組む姿勢・態度、レポートの内容などにより、総合的に評価する。

⑥授業計画

月 単元名 具体的な学習内容 留意点

４ 理論化学 ３ 物質の三態（状態変化，気体，液体， ・実験や観察，情報機器の適
５ ８ 固体の性質，気体分子運動論） 切な活用を通して，化学物
６ ８ 熱化学 質や化学反応について，化
７ ５ 電気化学（電池，電気分解） 学的に思考し，レポートを

反応速度 作成することで論述力を育
化学平衡 成する。

評価方法：考査・レポート
８ 無機化学 ４ 金属元素 ・生活の中で，どのように化
９ ８ 非金属元素 学が生かされているか，化
１０ ８ 周期律 学で学んだ内容をふまえて，

化学的に探究し，論述する
１１ 有機化学 ７ 炭化水素 ようにする。
１２ ５ 脂肪族化合物 評価方法：考査、レポート
１ ４ 芳香族化合物 ・無機物質，有機化合物の発
２ 高分子化合物 展的な実験を通して，デー
３ タを定量的に分析し，思考

できる力を養う。
評価方法：レポート


